
 

TMAT 災害医療活動報告 

2020年 7月 13日  23：00 

第９報 

宿直担当：佐藤看護師、鵜澤救急救命士 

7：00  古森看護師、小坂看護師は八代市の宿舎を出発。海老澤調整員

は人吉保健所での医療調整 

 

8：00 多良木高校到着 

 

8：30 海老澤調整員は人吉保健所にて医療調整班会議参加 

 

9：00 頃 佐藤看護師、古森看護師、海老澤調整員は避難所ミーティン

グ開始 

7月 12日時点で避難者は 214名 

1.剣道場でイベントがある。マスコミは許可するが、剣道場以外の撮影

禁止 

2.本日ラップポンを日赤救護班が搬入 

3.ゴミ出しルールを掲示する。 

4.ブレーカーが落ちることがあるので業者に依頼中。 

5.アルコール依存症の避難者は DPAT に対応いただくとのことで検討。 

 

10：00頃 当直者から日当者への引き継ぎ 

 

10：30~ ミーティング内容（古森看護師、海老澤調整員） 

1.マスコミ対応は県の本部の指示によりフリーになったが、チェックは

必要だと考える。対策本部でチェックする予定。 

2.地元の歌手が来る 夕方  

3.朝食の搬入が遅れている。対策本部に改善要望を出しているが、現地

の支援者は臨機応変に対応してほしいとのこと。 

4.14:00 DPAT チームがくる予定。 

5.15:10-昼のミーティングを開始する予定 

6.医療班リーダーの医師及び佐賀県のチームは今日で活動が終了。熊本

市から DHEATチームに引き継ぐ。 



7.日赤より、検温したい人への対応のプロセスを作ってほしいとの要望

がある 

8.本日より、JRATが参加 

9.13:30 医師会として医療ニーズの把握に来る予定 

10.14:00-DPAT来所予定。 

11.受診について避難者 1名が発熱。村の公用車が利用できる為、極力医

療機関に受診を促す。車は緊急時や福祉避難所への搬送の利用は可能。

救急用、球磨村公用車で運転は役場の職員が行う。 

12.定期受診が必要な方はまだリストアップできてない 

13.体育館の三階のトイレに吐物があった。巡視したが該当者は不明。 

 

本日の TMAT活動予定。 

・枕の配布とマットレス、敷パット、ブランケットの配布状況チェック 

・現在ゴミ袋のみ設置している状況なので、そこにダンボールでゴミ箱

を設置する予定。 

・下駄箱設置予定。（時間が許されれば） 

・メディカルチェックも同時進行で行う。 

 

11：00 古森看護師、小坂看護師は枕の配布、シーツ、敷パット、ブラ

ンケットの配布状況の確認とダンボールの回収。 

 

佐藤看護師、鵜澤救急救命士は当直勤務終了後にさくらドームを視察。 

 

11：30 古森看護師、小坂看護師は避難者より虫に刺されたため見てほ

しいとのことで対応。本日は平日の為近くの病院受診かドラッ

クストアでムヒなどを購入での対応を勧め了解を得た。 

 

14：00 古森看護師、小坂看護師、海老澤調整員で簡易下駄箱作成のた

めの必要物品の購入へ 

    海老澤調整員は約 80 名メディカルチェック記録の整理。多良

木高校に参加している医療機関や保健師と共有できるような

記録閲覧方法を保健所の職員         

    と確立する。 

 

15：30 ミーティング（古森看護師、海老澤調整員） 

 

17：00 敷パットの配布が出来ていない第一体育館に小坂看護師は熊本

県職員と共に搬入した。 

 

17：30 小坂看護師は本日初めて避難所に来られた透析避難者のメディ



カルチェック 

    古森看護師は避難者の入浴後の左第 4指シーネ固定依頼を行う。 

 

18：00 古森看護師、小坂看護師は新規入所の避難者 2名のメディカル

チェックを実施 

 

19：00 小坂看護師は有熱のある親子の対応。急を要する状況では無い

為明日近くの医療機関受診を勧めた。 

 

19：30 香川県保健師の方のコロナ陽性報告を受け、TMAT本部と協議

の上、第 2陣チーム全員撤退準備開始。 

 

20：30 多良木高校を撤退 

 

22：30 多良木高校避難所本部、人吉保健所とのディスカッションの上

明日の午前中の対応は一旦待機とし、保健所からの指示に基づ

き支援の継続を決定することとする。 

【重要】 

7月 13日夕方に報道された、熊本県人吉地区の支援に入っていた保健師

チームのメンバーが新型コロナウィルス陽性となった件について、

TMATでは第1陣メンバーが当該期間に同じ場所で活動していたことが

判明したため、各メンバーに連絡及び所属病院に報告をした上で PCR

検査及び自宅待機と適切な対応を実施することといたしました。なお、

現在活動中の第 2陣については当該保健師との接触は無いものの地元保

健所や避難所運営者の意見を踏まえ今後の活動を検討して参ります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野口 幸洋 （NPO法人 TMAT / 一般社団法人徳洲会東京本部） 

阪木 志帆 （NPO法人 TMAT / 一般社団法人徳洲会東京本部） 

文責 事務局 野口 幸洋 

現在の人吉スポーツパレスの様子 症状について丁寧に聞き取る 


